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平成 20 年 5 月 26 日 

企業会計基準委員会 御中 
 

        

新 日 本 監 査 法 人         

会計監理部長  岩原 淳一 
 
 

企業会計基準公開草案第 25 号「棚卸資産の評価に関する会計基準（案）」に対する意見 
 

貴委員会から平成 20 年 3 月 31 日に公表された上記公開草案について、下記のとおり意

見を取りまとめましたので本日提出します。よろしくお願い申し上げます。 

 

記 

 

1.後入先出法の削除 

（コメント） 

 本会計基準は、国際的なコンバージェンスの取組みとして、棚卸資産の評価方法として

後入先出法を削除しているが、この考え方に賛成である。 

 

2.後入先出法適用会社の取扱い 

（コメント） 

 本会計基準では、棚卸資産の評価の方法として後入先出法を認めていないが、すでに後

入先出法を採用している企業においては一定の事項を注記することで、後入先出法を棚卸

資産の評価方法として一定期間引き続き採用することを一概に否定できないと考える。 

 

（理由） 

 上記 1.に記載しているとおり、棚卸資産の評価方法として後入先出法を削除するという

考え方には賛成である。 

しかしながら、我が国において後入先出法は他の評価方法と同様に、一定の仮定に基づ

く棚卸資産の評価方法の 1 つとして認められ、企業の実態を適切に表すものとして採用さ

れてきたものである。このような状況を鑑みれば、後入先出法から他の評価方法への変更

が企業に与える影響が重要である場合には、後入先出法の削除を本会計基準の適用ととも

に行うのではなく、一定の事項を注記することで一定期間引き続き後入先出法を採用する

ことを一概に否定できないと考える。 

以 上 


